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滋賀医科大学医学部附属病院長
松末 吉隆(写真中央)













































































































































ということだと思います。局所あるいは臓器だけを診るのではなくて人間を診るという「全人的医療」の実践、そう こ が総合的な診療能力を持った専門医 いうことになります。来見
　
高齢化が進み、疾患が１つ
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TEL ： 077-548-3599　FAX ： 077-548-3653　E-mail : hqdanjo＠belle.shiga-med.ac.jp






















































































































































遺伝カウンセリング　「がんが遺伝する」とい っ ても、がん細胞が親から子に伝わるわけではありません。遺伝子が変化することでがんになりやすい体質 なっている方がいらっしゃいます。この「がんになりやすい体質」の遺伝子の変化が親から子に伝わる場合が「遺伝するがん （遺伝性腫瘍） 」といわれます。　遺伝カウンセリングでは、がんに関














































































































































































SHIGA IDAI NEWS　vol.31 18
病院機能評価（一般病院３） 
更新認定を取得
業務運営・改善
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　平成30年10月31日（水）、学校法人関西文理総合学園長浜バイ
オ大学との間で、教育研究協力に関する包括協定を締結しました。
　本学は2017年に長浜バイオ大学を含めた10機関と連携協定
を結んでいましたが、その協定の終了を受け、共同で行える事業等
を新規に検討し、教育、研究において相互に有用な事業が見いだ
されたことから、本協定の締結に至ったものです。
　今後は、科学的に裏付けされた食による健康寿命を増進し、産
学官連携に基づいた食による地域ブランド力と地域力を高める活
動や、研究紹介を行うシンポジウムを開催し共同研究と人的交流
の促進に取り組みます。
　平成31年１月28日（月）、マレーシア国民大学のシャリファ・エザット・ワン・プ
テ先生、ザイナ・モハメド先生が、塩田学長を表敬訪問しました。本学とマレーシ
ア国民大学は、2011年に国際交流協定を締結して以来、教職員の派遣と受け
入れ、医学科の海外自主研修、看護学科の短期交換研修などにより交流を図っ
てきました。両氏は、表敬訪問の翌29日（火）に、本学附属病院の小児科病棟、
看護臨床教育センター内看護スキルズラボを見学されたのちに、看護学科での
懇親会に参加されました。同日の夕刻に開催された講演会では、エザット先生が
マレーシア国民大学における医学教育をテーマに講演されました。
マレーシア国民大学の医学部副学部長と看護学科長が表敬訪問
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　平成30年11月８日（木）、医工連携による新たな事
業の創出および人材の育成にむけて相互支援すること
を目的に連携協定を締結しました。本学が民間企業等
と連携協定を締結するのは、今回が初めてです。今後
は、本学の研究成果や医療現場の課題等のアイデアを
形にする試作品作成の加速化や、両者の定期的な交流
や情報交換の継続による医療機器関連製品の製品化
の精度および速度を上げて、医学の進歩に貢献してい
く予定です。
株式会社木幡計器製作所と
連携協定を締結
長浜バイオ大学と包括協定を締結
　平成31年４月８日（月）から12日（金）まで、塩
田学長、鈴木特任教授（形成外科学講座）、相浦
教授（医療文化学講座）、助川主幹（国際交流支
援室）の４名が、ベトナム中部のダナン市と南部の
ホーチミン市を訪れ、現地の病院・大学と国際交流
協定の締結と更新、表敬訪問ならびに研究交流等
に関する協議を行いました。
塩田学長がベトナムを訪問
〒
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滋賀医科大学では、皆さまからの経済的なご支援をいただくため、
「滋賀医科大学支援基金」を設けております。
支援基金には、目的別に３つの資金を設けております。
３つの資金は、所得控除の対象で、わかあゆ育成資金は税額控除の対象にもなっています。
滋賀医科大学への
ご支援をお願いいたします。
※寄附金の一部は大学運営資金に充当させていただきます。
病院運営全般に役立たせていただきます。
また、ご意向で特定部署に配分することが可能です。
附属病院
支援資金
経済的理由により修学が困難な学生に対する
事業に役立たせていただきます。
わかあゆ
育成支援資金
滋賀医科大学へご支援いただき、ありがとうございます。
ご寄附の活用実例：附属病院支援資金
脳神経内科
リハビリテーション用ロボット
（SEM GLOVE）
小児科
病棟入院中の患者さん用の遊具
皮膚科
タンパク質を分析するための装置
（免疫ブロッティング装置）
ご支援に関するお問い合わせ先：滋賀医科大学総務企画課　TEL.077-548-2012
上記以外にも、次の方法で寄附いただけます。
滋賀医大　基金
大学運営全般に役立たせていただきます。
大学
支援資金
読み終えた本や不要となったＤＶＤ等を本学指定の業者（嵯峨野株式会社）
にご提供いただくと、査定換金額が「滋賀医科大学支援基金」に寄附される
制度です。Ｗｅｂ申込による、宅配業者の回収もあります。
※5冊以上で送料無料です。
［Ｗｅｂでの申込み用ＵＲＬ］ http://kishapon.com/sums/entryweb.php
古本募金 「遺贈による寄附制度」とは、卒業生・教職員・一般
篤志家の方が所有の資産の一部を将来、本学に遺
贈(遺言による寄附)したいとお考えの方に、その手
続きの便宜を図らせていただく制度です。
遺
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